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絵画家池田英泉の作）を模写したもの”という事です。

　「愛本橋とその全体の雰囲気を見てゴッホの星月夜を想像した宮本 輝、そのすぐ麓のお宮のご神体がゴッホに

関係あるという偶然が面白い」との塾生の感想には県民教授も脱帽でした。

場面・場所”を話してもらっていますが、第５回講座（9/26)で

その愛本橋を訪れた際、黒部市在住の塾生からの説明

には県民教授も”目からうろこ”でした。

　講座では、毎回塾生の一人から”小説の中でお薦めの

舟見城址にて ( 9/26 )

 小説に登場するゴッホの『星月夜』に関連し”ゴッホ

して祀られている浮世絵『花魁』（江戸時代の浮世

場所として、宇奈月町にある「愛本橋」が登場します。
愛本橋にて ( 8/22 )

　小説では、「ゴッホの『星月夜』にそっくりの夜に出逢える」
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　本講座は、「ふるさとの文学めぐり(探訪編)」講座から派生し、特定の作家･作品について

文学散歩をするもので、今年は宮本 輝の小説 『田園発 港行き自転車』 を取り上げました。

の版画『花魁』は愛本橋近くの愛本神社にご神体と

　『田園発 港行き自転車』 は、北日本新聞で平成24年１月
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１日から平成26年11月２日まで149回に亘って連載されまし

たが、岩瀬や滑川、入善など富山県の東部が主要舞台に

　　　　　　　　黒部川河川敷から愛本橋を背景に ( 9/26 )

なっています。本講座では、小説を読み込むとともに新聞


